
      

観
峰
館 
令
和
三
年
度 

春
季
企
画
展 

対
聯
飾
り―

お
も
て
な
し
の
言
葉―

 
会 
期
：
令
和
三
年
四
月
十
日
（
土
）
～
五
月
三
十
日
（
日
） 

会 
場
：
観
峰
館 

新
館 

特
別
展
示
室 

     



2 

ご
あ
い
さ
つ 

「
対
聯
」
と
は
、
二
幅
の
掛
軸
に
対
と
な
る
語
句
を
書
い
た
形
式
を
い
い
ま
す
。
中
国
で
は
、
長
寿
や
結
婚
、
新
築
な
ど

の
お
祝
い
事
に
贈
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
室
内
の
調
度
品
と
し
て
飾
ら
れ
ま
す
。 

本
展
で
は
、
対
聯
の
左
右
間
に
絵
画
の
掛
軸
を
掛
け
、
三
幅
対
形
式
で
展
示
し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
「
対
聯
飾
り
」
で
、

文
字
の
書
き
ぶ
り
を
楽
し
み
、
書
か
れ
た
言
葉
を
読
み
、
絵
画
を
観
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
書
と
絵
画
を
一
層
深
く
味
わ
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

対
聯
を
認
め
る
紙
に
は
、
鮮
や
か
な
色
や
紋
様
を
施
し
た
蝋
箋
を
使
っ
た
作
品
が
あ
り
ま
す
。
見
た
目
に
も
華
や
か
な
紙

や
絹
は
、
書
を
贈
る
相
手
へ
心
を
込
め
た
「
お
も
て
な
し
」
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
展
に
並
ぶ
作
品
を
通
し

て
、
そ
の
よ
う
な
想
い
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で
す
。 

観 

峰 

館 
 



1 

「
対
聯
飾
り
」
に
つ
い
て 

「
対
聯
飾
り
」
と
は
、
本
展
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名
称
で
、
書
と
絵
画
を

楽
し
む
た
め
の
展
示
方
法
の
こ
と
で
す
。 

 

日
本
で
は
仏
教
の
三
尊
像
を
掛
軸
で
祀
る
三
幅
対
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
は
、
南
宋
の
仏
教
美
術
と
武
家
文
化
が
融
合

し
、
書
院
飾
り
や
茶
の
湯
の
飾
り
と
し
て
書
と
絵
画
の
取
り
合
わ
せ
を

楽
し
む
鑑
賞
法
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。 

中
国
で
は
日
本
の
よ
う
な
床
の
間
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
白
い
漆
喰
壁

の
居
間
や
応
接
間
は
、
上
下
左
右
の
制
限
が
少
な
い
装
飾
空
間
で
す
。

こ
こ
に
、
季
節
（
節
気
）
に
合
わ
せ
て
、
来
客
を
も
て
な
す
書
と
絵
画

の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
こ
と
は
、
コ
レ
ク
タ
ー
の
楽
し
み
の
一
つ
で

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 

別
々
に
制
作
さ
れ
た
書
と
絵
画
を
三
幅
対
に
し
つ
ら
え
て
、
新
し
く

生
ま
れ
る
も
て
な
し
の
心
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

  

１ 

包
世
臣
「
行
書
八
言
対
聯
」
清
時
代
中
～
後
期 

 

【
釈
文
】 

金
玉
其
心
芝
蘭
其
宝 

仁
義
為
友
道
徳
為
師 

安
呉
包
世
臣 

 

【
作
家
情
報
】 

包
世
臣
（
一
七
七
五
～
一
八
五
五
） 

字
は
慎
伯
。
号
は
倦
遊
閣
外
史
、
倦
翁
な
ど
。
安
徽
涇
県
の
人
。
嘉
慶
一
三
年

（
一
八
〇
八
）
の
挙
人
。
書
法
の
研
究
に
す
ぐ
れ
、
逆
入
平
出
・
峻
落
反
収
の
技

法
を
案
出
し
、
書
は
気
力
の
充
満
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
と
い
た
。 

 

【
解
説
】 

 

本
作
は
、
金
銀
泥
で
文
様
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
橙
色
の
蝋
箋
に
、
太
く
黒
々

と
し
た
墨
線
が
映
え
る
。「
黄
金
を
心
と
し
蘭
の
よ
う
な
高
潔
さ
を
宝
と
す
る
。

仁
義
を
友
と
し
道
徳
を
師
と
す
る
」
と
い
う
語
句
は
、
人
間
の
理
想
的
な
生
き

方
を
示
し
た
も
の
だ
ろ
う
。 



2 

２ 

左
右
：
呉
栄
光
「
行
書
九
言
対
聯
」（
左
右
）
清
時
代
後
期 

道
光
二
一
年
（
一
八
四
一
） 

中
央
：
王 

鋳
「
高
士
図
」（
中
央
）
清
時
代
末
期
～
中
華
民
国
初
期
頃 

   

 

 

     

【
釈
文
】 

書
：
珽
玉
六
寸
其
明
可
自
照 

龍
門
百
尺
極
高
而
無
枝 

辛
丑
呉
栄
光 

 

画
：
松
風
澗
水
天
然
調
抱
得
琴
来
不
要
弾 

応
勤
先
生
雅
属
即
正
鼎
臣
王
鋳 

 

【
作
家
情
報
】 

呉
栄
光
（
一
七
七
五
～
一
八
五
五
） 

字
は
伯
栄
。
号
は
荷
屋
。
広
東
南
海
の
人
。
嘉
慶
四
年
（
一
七
九
九
）
の
進
士
。

書
画
に
長
じ
、
多
く
の
金
石
を
蔵
し
、
鑑
識
に
精
し
か
っ
た
。
著
に
『
筠
清
館
金

石
文
字
』
な
ど
が
あ
る
。 

 

王 

鋳
（
生
卒
年
不
詳
） 

字
は
蘊
成
。
号
は
雪
浦
。
浙
江
湖
州
の
人
。
金
石
を
嗜
み
、
詩
・
画
を
能
く
し

た
。
篆
隷
に
巧
み
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 

【
解
説
】 

左
右
の
対
聯
に
は
、「
皇
帝
の
持
つ
玉
は
自
ら
光
り
を
発
す
る
。
枝
の
な
い
桐

の
巨
木
は
極
め
て
高
い
」
と
い
う
意
味
の
語
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の

「
玉
」
と
「
桐
の
巨
木
」
は
い
ず
れ
も
「
か
け
が
え
の
な
い
も
の
」
を
示
し
て
い

る
。
文
字
は
本
紙
に
対
し
て
小
さ
く
控
え
め
で
は
あ
る
が
、
墨
線
に
は
ニ
ジ
ミ

と
カ
ス
レ
が
多
く
表
れ
て
お
り
、
躍
動
感
に
溢
れ
て
い
る
。 

 
中
央
の
絵
画
は
、
傍
ら
に
琴
を
置
く
高
士
を
描
く
。
高
士
と
は
俗
世
を
離
れ

高
潔
に
生
き
る
人
物
の
こ
と
。
山
中
で
琴
を
楽
し
む
高
士
の
ひ
と
時
は
、
俗
人

が
憧
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 



3 

３ 

左
右
：
趙
時
棡
「
篆
書
集
焦
氏
易
林
句
八
言
対
聯
」
中
華
民
国
三
二
年
（
一
九
四
三
） 

中
央
：
陳
崇
光
「
倣
蘇
漢
臣
歳
朝
図
」
清
時
代
後
期 

光
緒
四
年
（
一
八
七
八
） 

  

 

 

 

  

【
釈
文
】 

書
：
家
入
其
門
蒙
恩
被
徳 

神
為
之
輔
受
福
宜
年 

癸
未
歳
朝
子
正
立
春
書 

集
焦
氏
易
林
句 

叔
孺
趙
時
棡 

 

画
：
戊
寅
冬
日
倣
蘇
漢
臣
筆
為 

耕
巖
大
兄
姻
台 

一
咲 

若
木
弟
陳
崇
光 

【
作
家
情
報
】 

趙
時
棡
（
一
八
七
四
～
一
九
四
五
） 

 

原
名
は
潤
祥
、
の
ち
時
棡
に
改
め
た
。
字
は
叔
孺
、
ま
た
獻
忱
。
浙
江
省
寧
波

の
人
。
辛
亥
革
命
が
起
き
る
と
官
を
辞
し
、
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）
以
後
は
上

海
に
寓
居
し
て
書
画
篆
刻
を
売
っ
て
生
計
を
立
て
た
。
四
十
六
歳
の
こ
ろ
か
ら

名
が
高
く
な
り
、
師
事
す
る
弟
子
が
増
え
て
、
七
十
歳
の
と
き
に
は
門
弟
六
十

余
人
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。 

 

陳
崇
光
（
一
八
三
九
～
一
八
九
六
） 

名
は
炤
。
号
は
若
木
、
晩
年
は
櫟
生
と
号
し
た
。
江
蘇
省
揚
州
の
人
。
は
じ
め

は
飾
り
模
様
の
彫
刻
職
人
で
あ
っ
た
。
花
鳥
、
人
物
、
山
水
を
善
く
し
た
。
晩
年
、

妻
が
発
病
し
た
の
に
続
い
て
自
分
も
発
狂
し
、
乞
食
同
様
の
身
な
り
で
奇
人
と

目
さ
れ
た
が
、
画
は
筆
に
任
せ
て
い
っ
そ
う
超
逸
の
気
味
に
な
っ
た
と
い
う
。 

 

【
解
説
】 

 

細
長
い
紙
を
用
い
た
対
聯
に
は
、｢

家
が
恩
徳
を
蒙
る
。
神
が
富
を
与
え
る
」

と
い
う
意
味
の
語
句
が
篆
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
肥
痩
の
な
い
線
と
均
衡
の

と
れ
た
形
に
は
、
人
間
の
手
で
書
か
れ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
安
定
感
が
あ

り
、
真
紅
の
紙
の
上
に
堂
々
と
し
た
姿
を
見
せ
て
い
る
。 

 

中
央
の
絵
画
に
は
、
旗
や
太
鼓
、
人
形
を
持
ち
遊
ぶ
五
人
の
子
供
が
描
か
れ

る
。
旗
に
は
出
世
を
意
味
す
る
「
禄
神
」
が
描
か
れ
、
人
形
は
長
寿
を
意
味
す
る

「
寿
老
人
」
で
あ
る
。
元
気
よ
く
遊
ぶ
子
供
た
ち
は
、
家
が
栄
え
、
子
孫
繁
栄
が

実
現
し
た
結
果
を
表
し
て
い
る
。 



4 

４ 

左
右
：
何
維
樸
「
行
書
七
言
対
聯
」
中
華
民
国
元
年
（
一
九
一
二
） 

 
 

中
央
：
趙 

起
「
歳
寒
三
友
図
」
中
華
民
国
三
二
年
（
一
九
四
三
） 

 

 

 

 

 

 

 

【
釈
文
】 

書
：
開
径
喜
来
三
益
友 

升
高
還
得
九
能
才 

壬
子
春
日 

詩
孫
何
維
樸  

 

画
：
吾
聞
松
竹
梅
歳
寒
訂
三
友
二
子
窃
其
名
居
然
堪
左
右 

 

癸
未
冬
日
擬
十
三
筆
草
堂
筆 

趙
雲
壑
時
年
正
七
十  

 

【
作
家
情
報
】 

何
維
樸
（
一
八
四
四
～
一
九
二
五
） 

 

字
は
詩
孫
。
号
は
盤
止
な
ど
。
湖
南
道
県
の
人
。
何
紹
基
（
一
七
九
九
～
一
八

七
三
）
の
孫
。
書
画
篆
刻
を
よ
く
し
、
書
は
祖
父
に
仿
っ
て
一
家
を
成
し
た
。 

 

趙 

起
（
一
八
七
四
～
一
九
五
五
） 

字
は
子
雲
、
号
は
雲
壑
な
ど
。
江
蘇
呉
県
の
人
。
三
十
歳
の
時
、
呉
昌
碩
（
一

八
四
四
～
一
九
二
七
）
に
入
門
し
て
書
、
篆
刻
、
絵
画
を
学
ん
だ
。 

 

【
解
説
】 

左
右
の
対
聯
に
は
「
道
を
開
く
と
三
種
類
の
友
が
来
る
。
高
く
升
と
ま
た
九

つ
の
才
能
を
得
る
」
と
書
か
れ
る
。
起
筆
で
筆
を
突
き
入
れ
る
よ
う
な
筆
法
と
、

肥
痩
を
巧
み
に
使
い
分
け
た
柔
ら
か
な
線
と
躍
動
感
あ
る
字
形
は
、
作
者
の
祖

父
で
あ
り
清
朝
書
法
史
の
大
家
で
あ
る
何
紹
基
の
書
法
を
継
承
す
る
も
の
で
あ

る
。 

 
松
・
竹
・
梅
が
描
か
れ
た
中
央
の
絵
画
は
「
歳
寒
三
友
図
」
と
呼
ば
れ
る
。
極

寒
の
季
節
に
あ
っ
て
も
力
強
く
成
長
す
る
松
・
竹
・
梅
は
、「
高
潔
さ
を
失
わ
な

い
」
と
い
う
文
人
の
理
想
を
象
徴
し
て
い
る
。 



5 

５ 

左
右
：
陸
潤
庠
「
行
書
八
言
対
聯
」
清
時
代
末
期
～
中
華
民
国
初
期
頃 

 
  

中
央
：
胡 

遠
「
蘭
竹
図
」
清
時
代
後
期 

 

   

 

【
釈
文
】 

書
：
竹
気
初
流
山
静
若
古 

蘭
言
相
悟
春
永
於
年 

静
泉
仁
兄
大
人
雅
正 

鳳
石
陸
潤
庠 

 

画
：
参
差
不
可
吹
紉
佩
寄
遠
道
遂
令
如
石
心
歳
晩
永
相
好
翠
袂
倚
岩
嶢
来
尋

碧
玉
簫
払
衣
成
歴
却
遺
跡
映
寒
潮 

胡
公
寿
題
于
寄
鶴
軒 

【
作
家
情
報
】 

陸
潤
庠
（
一
八
四
一
～
一
九
一
五
） 

字
は
鳳
石
。
元
和
（
蘇
州
）
の
人
。
辛
亥
革
命
後
は
官
を
辞
し
て
故
郷
に
帰
り
、

国
民
党
政
府
に
係
わ
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
書
は
温
雅
朗
潤
の
風
を
そ

な
え
欧
陽
詢
（
五
五
七
～
六
四
一
）・
虞
世
南
（
五
五
八
～
六
三
八
）
に
近
い
と

評
さ
れ
る
。 

 

胡 

遠
（
一
八
二
三
～
一
八
八
六
） 

 

字
の
公
寿
で
知
ら
れ
る
。
号
は
痩
鶏
・
横
雲
山
民
な
ど
と
称
し
た
。
江
蘇
華
亭

の
人
。
太
平
天
国
の
動
乱
を
避
け
て
、
咸
豊
一
一
年
（
一
八
六
一
）
に
上
海
へ
移

住
し
た
。
画
は
山
水
・
蘭
竹
・
花
卉
を
得
意
と
し
、
古
今
の
書
家
の
妙
を
集
め
て

評
判
を
得
た
。 

 

【
解
説
】 

 

青
い
紙
に
書
か
れ
た
左
右
の
対
聯
に
は
「
竹
の
気
が
流
れ
山
は
太
古
の
よ
う

で
あ
る
。
蘭
は
語
り
合
い
春
が
永
遠
に
続
く
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
語

句
が
書
か
れ
て
い
る
。
自
然
な
肥
痩
を
伴
っ
た
墨
線
で
書
か
れ
た
安
定
感
あ
る

字
形
は
、
東
ア
ジ
ア
全
域
で
広
く
通
行
し
て
い
る
正
統
派
の
書
風
で
あ
る
と
言

え
る
。 

 

中
央
の
絵
画
に
は
蘭
と
竹
が
描
か
れ
て
い
る
。
蘭
は
豊
か
な
香
り
と
優
雅
な

姿
を
持
ち
「
花
中
の
君
子
」
と
称
さ
れ
る
。
ま
た
竹
は
力
強
く
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る

様
子
が
文
人
の
理
想
と
す
る
純
朴
さ
に
重
ね
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
伝
統
的
な
画

題
で
あ
る
。 



6 

６ 

左
右
：
狄
平
子
「
行
書
七
言
対
聯
」
中
華
民
国
二
〇
年
（
一
九
三
一
）
以
後 

 
 

中
央
：
屈
兆
麟
「
松
寿
図
」
清
時
代
末
期
～
中
華
民
国
初
期
頃 

 

  

   

【
釈
文
】 

書
：
野
寺
石
泉
秋
煮
茗 

松
窗
雪
屋
夜
論
詩 

溧
陽
狄
平
子  

 

画
：
松
寿 

仁
甫
屈
兆
麟 

 

【
作
家
情
報
】 

狄
平
子
（
一
八
七
二
～
一
九
四
〇
） 

 

字
を
楚
青
と
い
い
、
平
子
は
号
。
康
有
為
ら
の
変
法
運
動
を
支
持
し
た
が
、
戊

戌
政
変
で
日
本
へ
亡
命
し
た
。
ま
た
書
・
画
・
碑
帖
の
優
品
を
影
印
し
て
出
版
し

て
書
画
学
習
者
に
貢
献
し
、
自
身
も
書
画
の
鑑
別
を
よ
く
し
た
。 

 

屈
兆
麟
（
一
八
六
六
？
～
？
） 

字
を
仁
甫
と
い
い
、
北
京
の
人
。
清
朝
宮
廷
の
如
意
館
で
宮
廷
画
家
と
し
て

仕
え
、
慈
禧
皇
后
の
代
筆
を
務
め
た
。 

 

【
解
説
】 

 

左
右
の
対
聯
に
は
「
野
中
の
寺
で
は
秋
に
湧
き
水
で
茶
を
煮
る
。
雪
の
夜
に

松
の
見
え
る
窓
辺
で
詩
を
論
じ
る
」
と
い
う
意
味
の
語
句
が
書
か
れ
る
。
細
く
、

時
に
カ
ス
レ
を
伴
う
墨
線
と
、
や
や
右
に
傾
く
字
形
が
相
ま
っ
て
、
各
文
字
に

は
躍
動
感
が
溢
れ
て
い
る
。 

 

中
央
の
絵
画
に
は
、
巨
大
な
松
の
大
木
に
群
が
る
鶴
が
描
か
れ
て
い
る
。
天

よ
り
飛
来
し
た
鶴
た
ち
は
、
松
の
根
元
で
羽
を
休
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
優

雅
に
落
ち
着
い
た
様
子
が
「
瞑
想
」
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
鶴
は
智
慧
の
象

徴
と
も
さ
れ
る
。 
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７ 

左
右
：
翁
同
龢
「
楷
書
八
言
対
聯
」
清
時
代
後
期 

 
 

中
央
：
呉 

滔
「
青
山
翠
色
図
」
清
時
代
後
期 

光
緒
一
九
年
（
一
八
九
三
） 

 

 
 

 

 

【
釈
文
】 

書
：
太
華
奇
観
万
古
積
雪 

広
陵
妙
境
八
月
驚
濤 

 

古
宜
二
兄
属 

翁
同
龢 

 

画
：
青
山
翠
色
畳
成
堆
遠
樹
幽
礀
次
第
開
好
処
不
容
人
点
綴
天
風
吹
下
白
雲 

 

来 

襭
藤
六
兄
大
人
雅
属 

癸
巳
十
二
月
疎
林
呉
滔
画
於
来
鷺
草
堂 

 

【
作
家
情
報
】 

翁
同
龢
（
一
八
三
〇
～
一
九
〇
四
） 

字
は
叔
平
、
ま
た
声
甫
。
松
禅
・
瓶
生
と
号
し
た
。
江
蘇
常
熟
の
人
。
光
緒
帝

の
師
傅
と
し
て
政
界
に
重
き
を
な
し
た
が
、
戊
戌
の
政
変
後
、
引
退
し
て
故
郷

に
帰
っ
た
。
博
く
学
芸
に
通
じ
、
同
治
・
光
緒
年
間
の
書
家
第
一
と
さ
れ
る
。 

 

呉 

滔
（
一
八
四
〇
～
一
八
九
五
） 

字
を
伯
滔
と
い
い
、
鉄
夫
、
疎
林
な
ど
と
号
し
た
。
浙
江
省
石
門
の
人
。
山
水

は
奚
岡
（
一
七
四
六
～
一
八
〇
三
）
を
学
ん
だ
。
画
名
高
く
、
終
年
門
を
閉
ざ
し

て
作
画
に
つ
と
め
、
四
方
よ
り
画
を
乞
う
者
が
戸
外
に
満
ち
た
と
い
わ
れ
る
。 

 

【
解
説
】 

 

左
右
の
対
聯
に
は
「
太
華
山
の
積
雪
は
優
れ
た
風
景
で
あ
る
。
広
陵
の
大
波

は
優
れ
た
景
色
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
語
句
が
太
い
墨
線
で
力
強
く
書
か
れ

て
い
る
。
橙
色
の
蝋
箋
に
は
、
鳳
凰
と
龍
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
吉
祥
を

示
す
想
像
上
の
生
物
で
あ
る
。 

中
央
の
絵
画
に
は
、
青
々
と
し
た
山
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
紙
下
部
に
描
か

れ
た
舟
と
人
物
か
ら
、
山
の
大
き
さ
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
作
品
そ
の

も
の
の
大
き
さ
も
相
ま
っ
て
、
対
聯
に
書
か
れ
た
迫
力
あ
る
文
字
の
姿
と
釣
り

合
う
よ
う
な
、
雄
大
な
山
水
画
で
あ
る
。 
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８ 

左
右
：
呉
大
澂
「
篆
書
八
言
対
聯
」
清
時
代
後
期 

 
 

中
央
：
王 

震
「
百
禄
延
年
図
」
中
華
民
国
五
年
（
一
九
一
六
） 

  

 

 

  

【
釈
文
】 

書
：
甘
醴
自
生
嘉
禾
自
献 

騶
虞
来
集
鳳
皇
来
儀 

愙
齋
呉
大
澂 

 

画
：
百
禄
延
年 

丙
辰
仲
夏
白
龍
山
人
王
震
写
於
海
上 

 

【
作
家
情
報
】 

呉
大
澂
（
一
八
三
五
～
一
九
〇
二
） 

字
は
清
卿
、
愙
齋
と
号
し
た
。
江
蘇
呉
県
（
蘇
州
）
の
人
。
鐘
鼎
金
石
の
学
に

深
く
、
清
末
を
代
表
す
る
大
官
金
石
学
者
。
文
字
学
の
名
著
と
し
て
『
説
文
古
籀

補
』
を
撰
し
た
。
書
は
篆
籀
を
得
意
と
し
た
。 

 

王 

震
（
一
八
六
七
～
一
九
三
八
） 

字
は
一
亭
、
白
龍
山
人
と
号
し
た
。
浙
興
呉
興
の
人
。
清
末
民
初
の
実
業
家
で
、

呉
昌
碩
（
一
八
四
四
～
一
九
二
七
）
に
師
事
し
て
書
画
に
巧
み
で
あ
っ
た
。 

 
 【

解
説
】 

 

左
右
の
対
聯
に
は
「
甘
い
水
が
湧
き
出
て
豊
か
に
実
っ
た
穀
物
を
捧
げ
る
。

騶
虞
（
伝
説
の
動
物
）
が
集
ま
り
鳳
凰
が
や
っ
て
来
る
」
と
い
う
意
味
の
語
句
が

篆
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
古
様
で
素
朴
な
字
形
を
用
い
て
、
蝋
箋
の
紋
様
に

と
ら
わ
れ
ず
に
文
字
を
配
置
し
た
本
作
に
は
、
華
美
に
は
し
ら
な
い
堂
々
と
し

た
趣
が
あ
る
。 

中
央
の
絵
画
に
は
、
紙
面
中
央
に
長
寿
の
象
徴
で
あ
る
鹿
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
鹿
は
、
そ
の
発
音
が
「
禄
」
と
通
じ
る
こ
と
か
ら
富
の
象
徴
と
も
さ
れ
る
。

鹿
の
つ
ぶ
ら
な
瞳
に
は
、
左
右
の
対
聯
と
通
じ
る
よ
う
な
素
朴
さ
が
あ
る
。 



9 

９ 

左
右
：
梁
同
書
「
行
書
七
言
対
聯
」
清
時
代
中
期 

嘉
慶
一
九
年
（
一
八
一
四
） 

 
 

中
央
：
王 

礼
「
鶴
松
図
」
清
時
代
後
期 

同
治
一
二
年
（
一
八
七
三
） 

  

  

  

【
釈
文
】 

書
：
鶴
鴻
得
路
争
先
翥 

松
桂
凌
寒
識
後
凋 

銭
塘
梁
同
書
年
九
十
二 

 

画
：
三
亭
南
畔
第
三
株 

止
庭
尊
兄
大
人
有
道
之
属 

癸
酉
小
春
月 

 

呉
江
王
礼
写
於
白
蕉
研
齋 

【
作
家
情
報
】 

梁
同
書
（
一
七
二
三
～
一
八
一
五
） 

字
は
元
穎
。
号
は
山
舟
な
ど
。
銭
塘
（
浙
江
杭
州
）
の
人
。
乾
隆
一
七
年(

一

七
五
二)

特
に
進
士
を
賜
わ
る
。
書
は
顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
）、
柳
公
権

（
七
七
八
～
八
六
五
）
よ
り
入
り
、
の
ち
米
芾
（
一
〇
五
一
～
一
一
〇
七
）
を
法

と
し
た
。 

 

王 

礼
（
一
八
一
三
？
～
一
八
七
九
？
） 

字
は
秋
言
。
号
は
秋
道
人
、
蝸
寄
生
、
別
に
白
蕉
研
主
と
も
署
し
た
。
江
蘇
省

呉
県
の
出
身
で
、
上
海
で
長
く
暮
ら
し
た
。
は
じ
め
画
名
を
知
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
張
熊
（
一
八
〇
三
～
一
八
八
六
）
が
そ
の
画
を
見
て
、
人
に
称
賛
し
て
か
ら

名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

【
解
説
】 

 

左
右
の
対
聯
に
は
「
鶴
や
鴻
は
路
を
得
て
先
に
飛
び
立
と
う
と
争
う
。
松
と

桂
は
寒
さ
を
凌
い
だ
後
に
し
お
れ
る
こ
と
を
知
る
」
と
い
う
意
味
の
語
句
が
書

か
れ
て
い
る
。
各
文
字
は
細
身
の
墨
線
で
、
や
や
小
ぶ
り
で
あ
る
。
時
折
見
せ
る

太
い
墨
線
や
カ
ス
レ
が
紙
面
に
変
化
を
与
え
て
お
り
、
長
く
見
て
い
て
も
飽
き

の
来
な
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。 

中
央
の
絵
画
は
、
岩
の
上
に
片
足
で
立
つ
鶴
を
描
い
た
も
の
。
背
景
に
は
松

と
梅
が
あ
り
、
冬
の
澄
ん
だ
空
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
首
を
持
ち
上
げ
る
鶴
は
、
こ

れ
か
ら
大
空
へ
と
飛
び
立
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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１０ 

左
右
：
呉
昌
碩
「
篆
書
吉
祥
句
七
言
対
聯
」
中
華
民
国
七
年
（
一
九
一
八
） 

１０ 

中
央
：
兪 

原
「
山
水
人
物
図
」
中
華
民
国
一
三
年
（
一
九
二
四
） 

 

 

 

【
釈
文
】 

書
：
瓦
当
文
延
年
益
寿 

銅
盤
銘
富
貴
吉
祥 

四
皕
荘
主
人
新
居
落
成
為
篆
是
聯
時
戊
午
春 

七
十
五
叟
呉
昌
碩 

画
：
画
友
女
牀
山
民
作
此
及
為
已
仙
去
矣
哀
哉
今
偶
閲
目
其
筆
意
頗
類
石
師

予
加
以
焦
墨
竹
樹
転
得
鄭
虔
遺
趣
并
為
記
之 

甲
子
冬
趙
雲
壑 

 

【
作
家
情
報
】 

呉
昌
碩
（
一
八
四
四
～
一
九
二
七
） 

名
は
俊
卿
、
字
は
倉
石
。
缶
廬
・
苦
鉄
な
ど
と
号
し
た
。
晩
年
は
字
の
昌
碩
が

通
行
し
た
。
浙
江
安
吉
の
人
。
光
緒
三
十
年
（
一
九
〇
四
）、
同
志
と
と
も
に
西

泠
印
社
を
お
こ
し
、
詩
書
画
篆
刻
の
全
て
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。 

 

兪 

原
（
一
八
七
四
～
一
九
二
二
） 

字
は
語
霜
な
ど
。
号
は
女
牀
山
民
。
浙
江
省
帰
安
（
今
湖
州
）
の
人
。
上
海
に

流
寓
し
て
売
画
生
活
を
送
っ
た
。
辛
亥
革
命
後
は
人
と
の
交
際
を
絶
っ
て
作
画

に
専
心
し
た
。 

 
 【

解
説
】 

 

左
右
の
対
聯
に
は
「
瓦
当
文
の
よ
う
に
寿
命
を
延
ば
し
健
や
か
に
過
ご
す
。

銅
盤
銘
の
よ
う
に
財
を
持
ち
良
い
こ
と
に
恵
ま
れ
る
」
と
い
う
意
味
の
語
句
が

書
か
れ
て
い
る
。
墨
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ん
だ
重
量
感
の
あ
る
線
を
用
い
、
時
折

カ
ス
レ
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紙
面
に
は
心
地
よ
い
力
強
さ
が
漂
っ
て
い

る
。 

 
中
央
の
絵
画
に
は
、
樹
下
で
佇
む
男
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
自
然
に
囲
ま
れ

た
質
素
な
環
境
は
、
文
人
が
理
想
と
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
カ
ス
レ
と
淡
墨
を
併

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紙
面
か
ら
は
独
特
な
軽
妙
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。 
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１１ 

左
右
：
陳
宝
琛
「
楷
書
七
言
対
聯
」
中
華
民
国
一
四
年
（
一
九
二
五
） 

１１ 

中
央
：
鄧
春
澍
「
山
居
幽
賞
図
」
中
華
民
国
三
二
年
（
一
九
四
二
） 

 

 

 

 

 

【
釈
文
】 

書
：
臥
榻
不
離
栽
竹
径 

画
船
多
繁
種
花
門 

 

叔
廉
三
兄
雅
属 

乙
丑
四
月
陳
宝
深 

画
：
山
居
幽
賞
入
秋
多
処
々
舟
楓
映
翠
螺
欲
写
江
南
好
風
景
霅
川
一
派
出
維
摩 

壬
午
長
夏
作
於
雲
逸
狼
廔 

尓
昌
先
生
大
雅
正
之 

青
城
鄧
春
澍 

 

【
作
家
情
報
】 

陳
宝
琛
（
一
八
四
八
～
一
九
三
五
） 

字
は
伯
潜
、
伯
泉
。
号
は
弢
庵
と
称
し
た
。
福
建
閩
州
の
人
。
同
治
七
年
（
一

八
六
八
）
の
進
士
。
官
は
太
保
に
至
り
、
宣
統
帝
溥
儀
の
太
傅
（
補
佐
官
）
を
務

め
た
。
書
を
善
く
し
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
）
に
似
た
と
評
さ
れ
る
。 

 

鄧
春
澍
（
一
八
八
四
～
一
九
五
四
） 

 

青
城
と
号
し
た
。
江
蘇
武
進
の
人
。
詩
書
画
篆
刻
に
巧
み
で
あ
っ
た
。
特
に
石

を
描
く
こ
と
に
巧
み
で
、
石
聖
と
称
さ
れ
た
。
著
に
『
青
城
画
萃
』
な
ど
が
あ
る
。 

 

【
解
説
】 

 

左
右
の
対
聯
に
は
「
寝
床
は
竹
を
植
え
た
径
を
離
れ
な
い
。
装
飾
を
施
し
た

船
は
花
で
飾
っ
た
門
を
備
え
繁
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
の
語
句
が
書
か
れ
て

い
る
。
金
砂
子
を
散
ら
し
た
桃
色
の
蝋
箋
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
文
字
の
線
は

直
線
的
に
引
か
れ
て
お
り
、
謹
厳
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。 

中
央
の
絵
画
に
は
巨
大
な
山
と
、
そ
の
近
く
を
流
れ
る
川
を
描
く
。
川
に
は

一
艘
の
小
舟
が
浮
か
び
、
一
人
の
人
物
を
乗
せ
て
い
る
。
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る

松
の
木
と
屹
立
す
る
山
々
は
、
自
然
の
雄
大
さ
を
示
し
て
お
り
、
あ
る
種
の
畏

怖
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。 
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１２ 

左
右
：
王
禔
「
篆
書
集
陸
来
陸
游
詩
句
対
聯
」
中
華
民
国
三
二
年
（
一
九
四
三
） 

１２ 

中
央
：
胡
遠
「
梅
花
図
」
清
時
代
後
期 

光
緒
元
年
（
一
八
七
五
） 

   

   

   

【
釈
文
】 

書
：
幾
縷
炊
煙
恆
繞
屋 

一
枝
梅
景
正
横
窓 

書
僊
冊
老
人
集
陸
来
陸
游
詩

句
於
春
住
楼
応 

逢
春
先
生
法
家
之
属
即
希
正
〓 

癸
未
季
秋
之
月 

福
厂
王
禔 

 

画
（
落
款
１
） 

春
生
南
陌
漸
雪
香
吹
尽
撫
了
晴
色
尋
遍
西
湖
一
碧
濛
々
惆
悵
芳
魂
難
覔

画
屏
不
許
東
風
近
也
一
例
随
佗
狼
藉
只
夜
来
間
〓
闌
干
賸
有
翠
禽
淒
咽 

猶
憶
煙
肥
月
疲
尊
前
正
送
遠
吟
賞
遥
夕
此
日
相
思
欲
寄
憑
誰
梦
冷
野
橋

荒
駅
江
城
已
是
驚
遅
暮
况
次
第
催
残
玉
篴
想
素
娥
解
珮
氷
皐
莫
問
旧
時

消
息 

 

画
（
落
款
２
） 

 

椒
坡
先
生
仁
四
兄
仿
白
石
道
人
暗
香
疎
影
遺
意
製
落
梅
詞
一
闋
風
流
自

賞
逸
趣
横
生
洵
是
蓻
林
佳
〓
爰
作
落
梅
図
持
贈
即
以
大
箸
題
之 

華
亭

胡
公
寿
識
於
春
申
浦
畔 
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画
（
落
款
３
） 

 

好
向
疎
香
裏
重
〓
絶
妙
詞
風
流
前
輩
在
千
古
寸
心
知 

乙
亥
冬
十
一
月
雨

窓
秉
燭
為
椒
坡
先
生
作
図
又
綴
二
十
字
似
正
書
竟
暁
鐘
鳴
矣 

胡
公
寿
又

記 

 

【
作
家
情
報
】 

王 

禔
（
一
八
八
〇
～
一
九
六
〇
） 

初
名
は
寿
祺
。
字
は
維
季
。
号
は
福
厂
（
庵
）。
浙
江
杭
州
の
人
。
光
緒
三
〇

年
（
一
九
〇
四
）
西
冷
印
社
の
創
設
に
際
し
て
、
大
い
に
尽
力
し
た
。
解
放
後
、

上
海
中
国
画
院
の
画
師
と
な
る
。
書
は
楷
隷
篆
書
に
た
く
み
で
、
篆
刻
を
よ
く

し
た
。
ま
た
蓄
印
を
喜
び
、
自
ら
印
傭
と
称
し
た
。『
福
厂
蔵
印
』『
麋
硯
斎
印
存
』

な
ど
を
編
集
し
た
。 

 

 胡 

遠
（
一
八
八
四
～
一
九
五
四
） 

字
の
公
寿
で
知
ら
れ
る
。
号
は
痩
鶏
・
横
雲
山
民
な
ど
と
称
し
た
。
江
蘇
華
亭

の
人
。
太
平
天
国
の
動
乱
を
避
け
て
、
咸
豊
一
一
年
（
一
八
六
一
）
に
上
海
へ
移

住
し
た
。
画
は
山
水
・
蘭
竹
・
花
卉
を
得
意
と
し
、
古
今
の
書
家
の
妙
を
集
め
て

評
判
を
得
た
。 

 

【
解
説
】 

 

左
右
の
対
聯
に
は
「
周
囲
の
家
か
ら
出
る
炊
飯
の
煙
が
糸
の
よ
う
で
あ
る
。

梅
の
枝
が
窓
を
横
切
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
の
語
句
が
書
か
れ
て
い
る
。
紙

面
に
は
、
肥
痩
の
な
い
線
で
書
か
れ
た
均
整
の
と
れ
た
文
字
が
並
ぶ
。
丸
み
の

あ
る
線
・
短
い
線
を
所
々
に
用
い
る
こ
と
で
、
あ
る
種
の
可
愛
ら
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
書
で
あ
る
。 

中
央
の
絵
画
に
は
、
大
ぶ
り
な
梅
の
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
梅
は
寒
い
冬
の

時
期
に
花
を
咲
か
せ
る
強
靭
さ
か
ら
「
忍
耐
力
」
や
「
生
命
力
」
を
象
徴
す
る
。

本
作
は
梅
の
花
が
散
る
瞬
間
を
描
い
て
お
り
、
一
種
の
儚
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。 
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１３ 

左
右
：
華
世
奎
「
楷
書
八
言
対
聯
」
中
華
民
国
二
一
年
（
一
九
三
二
） 

１３ 

中
央
：
蓮 

渓
「
榴
開
見
子
図
」
清
時
代
後
期 

光
緒
一
〇
年
（
一
八
八
四
） 

 

 

 

 

【
釈
文
】 

書
：
鸞
鏡
同
心
雀
屏
中
目 

鳳
笙
洞
耳
鴻
案
斉
眉 

璧
臣
華
世
奎 

画
：
榴
開
見
子 

甲
申
夏
至
後
五
日 

野
航
蓮
渓
写
意 

 

【
作
家
情
報
】 

華
世
奎
（
一
八
六
三
～
一
九
四
一
） 

字
は
啓
臣
、
号
は
璧
臣
、
天
津
の
人
。
幼
く
し
て
書
の
研
鑽
を
積
み
、
天
津
随

一
の
書
家
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
高
官
を
歴
任
し
、
民
国
成
立
後
も
清
の

遺
民
と
し
て
終
生
弁
髪
を
切
ら
な
か
っ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。
顔
真
卿
（
七

〇
九
～
七
八
五
）
を
学
ん
だ
と
い
う
書
は
気
迫
に
溢
れ
て
力
強
い
。 

 

蓮 

渓
（
一
八
一
六
～
一
八
八
四
） 

僧
。
字
は
蓮
渓
、
号
は
野
航
。
別
に
黄
山
樵
子
と
も
号
し
た
。
江
蘇
興
化
の
人
。

画
は
花
卉
・
山
水
等
を
善
く
し
、
篆
刻
に
も
工
で
あ
っ
た
。
揚
州
周
辺
に
居
寓
し

た
文
人
た
ち
と
盛
ん
に
交
流
し
た
。
中
年
に
黄
山
に
学
び
、
宋
元
の
名
跡
を
数

多
く
鑑
賞
し
た
。「
黄
山
樵
子
」
の
別
号
は
こ
れ
に
因
む
。
画
に
よ
っ
て
生
計
を

為
し
、
老
年
に
至
っ
て
は
率
意
の
蘭
竹
を
以
っ
て
世
人
の
画
を
請
う
に
応
じ
た

と
い
う 

 

【
解
説
】 

 

真
っ
赤
な
絹
が
使
用
さ
れ
た
対
聯
で
あ
る
。
絹
に
は
ざ
く
ろ
や
竹
な
ど
、
吉

祥
を
表
す
モ
チ
ー
フ
が
多
数
描
か
れ
て
い
る
。「
鏡
の
よ
う
に
心
を
同
じ
く
す
る

良
い
婿
を
得
る
。
同
じ
音
を
聞
く
よ
う
に
仲
睦
ま
じ
い
」
と
い
う
意
味
の
語
句

が
書
か
れ
た
本
作
は
、
結
婚
を
祝
う
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

中
央
の
絵
画
に
は
、
巨
大
な
ざ
く
ろ
と
戯
れ
る
子
供
た
ち
を
描
く
。
ざ
く
ろ

は
多
く
の
種
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
「
多
子
」
の
象
徴
と
さ
れ
た
。
現
実
に
は
あ
り

え
な
い
幻
想
的
な
光
景
に
は
、
子
孫
繁
栄
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 
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１４ 

左
右
：
呉
譲
之
「
篆
書
七
言
対
聯
」
清
時
代
後
期 

１４ 

中
央
：
戴 

熙
「
山
水
図
」
清
時
代
後
期 

咸
豊
四
年
（
一
八
五
四
） 

 

 

  

 

【
釈
文
】 

書
：
虎
尾
春
氷
安
楽
法 

馬
蹄
秋
水
静
修
方 

譲
之
呉
煕
載 

画
：
九
叠
屏
風
峭
壁
開
壁
間
泉
落
自
回
々
幽
坡
邃
壑
壑
凴
誰
賞
惟
有
松
風
過

嶺
来 

甲
寅
暮
春
醇
士
戴
熙 

 

【
作
家
情
報
】 

呉
譲
之
（
一
七
七
九
～
一
八
七
〇
） 

原
名
は
廷
颺
、
字
は
煕
載
。
晩
学
居
士
、
言
庵
な
ど
と
号
し
た
。
江
蘇
儀
徴
の

人
。
書
は
各
体
に
通
じ
、
篆
書
は
天
発
神
讖
碑
を
、
隷
書
は
数
多
く
の
漢
碑
を
範

と
し
、
草
書
は
書
譜
を
学
ん
だ
。 

 

戴 

熙
（
一
八
〇
一
～
一
八
六
〇
） 

字
は
醇
士
。
号
は
楡
庵
、
蒓
渓
、
松
屏
な
ど
。
別
に
井
東
居
士
、
鹿
牀
居
士
と

も
称
し
た
。
浙
江
省
銭
塘
（
今
杭
州
）
の
人
。
絵
画
は
山
水
を
得
意
と
し
、
筆
墨

秀
麗
に
し
て
深
く
王
翬
の
神
髄
を
得
、
松
竹
梅
石
は
気
韻
清
逸
と
評
さ
れ
た
。 

 

【
解
説
】 

 

浅
葱
色
に
染
め
ら
れ
た
紙
を
用
い
た
対
聯
で
あ
る
。「
虎
の
尾
を
踏
み
春
の
氷

上
を
歩
く
よ
う
な
態
度
が
理
想
的
で
あ
る
。
馬
が
秋
の
水
を
渡
る
よ
う
に
心
を

静
め
る
こ
と
が
良
い
方
法
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
語
句
が
書
か
れ
る
。
細
身

で
伸
び
や
か
な
墨
線
か
ら
は
洒
脱
な
趣
が
感
じ
ら
れ
る
。 

絵
画
に
は
、
高
く
そ
び
え
る
山
が
描
か
れ
る
。
画
面
に
は
建
物
や
関
所
ら
し

き
門
が
あ
る
が
、
人
物
は
描
か
れ
な
い
。
中
国
絵
画
の
世
界
で
は
、
自
ら
画
中
に

入
り
山
水
に
遊
ぶ
こ
と
を
「
臥
遊
」
と
言
う
。
心
静
か
に
絵
に
向
き
合
い
、
臥
遊

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 
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１５ 

左
右
：
曾 

熙
「
楷
書
五
言
対
聯
」
清
時
代
後
期 

１５ 

中
央
：
丁
宝
書
「
延
年
益
寿
図
」
中
華
民
国
一
七
年
（
一
九
二
八
） 

 

 

 

 

 

【
釈
文
】 

書
：
丹
禽
翔
天
表 

朱
華
紀
歳
辰 

玉
生
仁
兄
法
家
雅
鑑 

農
髯
曾
煕 

画
：
延
年
益
寿 

丁
宝
書
仿
新
羅
作
於
滬
上
時
在
戊
辰
三
月
春
日
方
長
百
日

齋
放
也
花 

 

【
作
家
情
報
】 

曾 

熙
（
一
八
六
一
～
一
九
三
〇
） 

号
は
農
髯
。
湖
南
衝
南
の
人
。
李
瑞
清
（
一
八
六
七
～
一
九
二
〇
）
と
名
を
斉

し
く
し
「
曾
季
」
と
称
さ
れ
た
。
張
大
千
（
一
八
九
九
～
一
九
八
三
）
の
師
。 

 

丁
宝
書
（
一
八
六
六
～
一
九
三
六
） 

字
は
芸
軒
、
ま
た
雲
軒
。
号
は
雲
翁
、
嬾
雲
。
江
蘇
省
無
錫
の
人
。
晩
年
は
華

嵒
（
一
六
八
二
～
一
七
五
六
？
）
の
画
法
を
取
入
れ
た
と
い
う
。 

 

【
解
説
】 

真
っ
赤
な
蠟
箋
が
印
象
的
な
対
聯
に
、「
鳳
凰
は
大
空
を
翔
ぶ
。
朱
い
華
は
正

し
く
時
を
知
ら
せ
る
」
と
い
う
意
味
の
語
が
書
か
れ
て
い
る
。
金
銀
泥
で
描
か

れ
た
雲
龍
紋
が
見
事
で
あ
る
。
震
え
る
よ
う
な
墨
線
を
用
い
る
書
法
は
「
鋸
体
」

と
呼
ば
れ
中
華
民
国
初
期
に
上
海
を
中
心
に
流
行
し
た
と
さ
れ
る
。 

絵
画
に
は
、
大
き
な
木
に
と
ま
る
二
羽
の
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
長
い
尾
を

持
つ
鳥
は
「
綬
帯
鳥
」
と
呼
ば
れ
、「
綬
」
の
音
が
「
寿
」
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、

吉
祥
の
モ
チ
ー
フ
と
さ
れ
て
き
た
。
長
寿
を
願
う
想
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
で

あ
る
。 
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１６ 

金 

城
「
篆
書
七
言
対
聯
」
中
華
民
国
元
年
（
一
九
一
二
） 

 

【
釈
文
】 

金
絲
踧
霞
紅
襑
薄 

采
翰
搖
風
絳
錦
鮮 

壬
子
十
月 

北
楼
金
城 

 

【
作
家
情
報
】 

金 

城
（
一
八
七
八
～
一
九
二
六
） 

 

字
は
鞏
北
ま
た
は
拱
北
、
号
は
北
楼
ま
た
は
藕
湖
。
英
国
で
法
律
を
学
び
、
民

国
成
立
後
は
議
員
を
務
め
、
北
京
で
暮
ら
し
た
。
一
九
二
〇
年
に
陳
衡
恪
（
一
八

七
六
～
一
九
二
三
）
ら
と
国
画
学
研
究
会
を
組
織
し
た
。 

 

【
解
説
】 

「
金
の
糸
は
霞
に
縮
ん
で
赤
色
の
薄
い
大
き
な
布
に
な
る
。
手
紙
を
手
に
取

る
と
風
が
吹
き
赤
い
錦
が
鮮
や
か
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
語
句
を
書
い
た
対

聯
。
水
平
線
と
垂
直
線
を
組
み
合
わ
せ
た
部
分
が
多
い
た
め
、
紙
面
全
体
に
は

謹
厳
さ
が
漂
っ
て
い
る
。
本
作
は
表
装
・
本
紙
と
も
に
イ
タ
ミ
が
あ
っ
た
た
め

二
〇
二
〇
年
度
に
修
復
を
行
っ
た
。 

１７ 

朱
益
藩
「
楷
書
五
言
対
聯
」
清
時
代
末
期
～
中
華
民
国
初
期
頃 

 

【
釈
文
】 

瑶
池
啓
春
宴 

斑
綵
助
親
観 

朱
益
藩 

 

【
作
家
情
報
】 

朱
益
藩
（
一
八
六
一
～
一
九
三
七
） 

字
を
艾
卿
と
い
い
、
定
園
と
号
し
た
。
江
西
省
蓮
花
の
人
。
光
緒
一
六
年
（
一

八
九
〇
）
の
進
士
。
そ
の
書
は
、
早
年
は
碑
帖
を
兼
習
し
、
晩
年
は
王
羲
之
（
三

〇
三
？
～
三
六
一
？
）
等
の
伝
統
的
書
法
を
善
く
し
た
。 

 

【
解
説
】 

 

「
西
王
母
の
住
む
池
で
春
に
宴
を
ひ
ら
く
。
ま
だ
ら
模
様
の
宝
石
は
親
を
喜

ば
せ
る
」
と
い
う
意
味
の
語
句
が
書
か
れ
て
い
る
。
語
句
の
内
容
か
ら
、
め
で
た

い
席
に
飾
ら
れ
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
太
い
線
で
堂
々
し
た
書

き
ぶ
り
の
作
品
で
あ
る
。
表
装
・
本
紙
と
も
に
イ
タ
ミ
が
激
し
か
っ
た
た
め
、
二

〇
一
九
年
度
に
修
復
を
行
っ
た
。 
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目録番号 作品名 作家名

1 4A-0310 行書八言対聯 (書) 包世臣 清時代中～後期 不詳 1654 × 340

4A-1909 行書九言対聯 (書) 呉栄光 清時代後期 1841年 1810 × 322

4a-0200 高　士　図 (絵) 王　鋳 清末～民国 不詳 1428 × 389

4A-0348 篆書集焦氏易林句八言対聯 (書) 趙時棡 中華民国 1943年 1660 × 250

4a-1529 倣蘇漢臣歳朝図 (絵) 陳崇光 清時代後期 1878年 845 × 358

4A-0699 行書七言対聯 (書) 何維樸 中華民国 1912年 1295 × 320

4b-0122 歳寒三友図 (絵) 趙　起 中華民国 1943年 1500 × 800

4A-2775 行書八言対聯 (書) 陸潤庠 清末～民国 不詳 1660 × 374

4a-0531 蘭　竹　図 (絵) 胡　遠 清時代後期 不詳 1510 × 443

4A-0725 行書七言対聯 (書) 狄平子 中華民国 不詳 1710 × 385

5a-0379 松寿図 (絵) 屈兆麟 清末～民国 不詳 1373 × 535

4A-3814 楷書八言対聯 (書) 翁同龢 清時代後期 不詳 1715 × 400

4b-0164 青山翠色図 (絵) 呉　滔 清時代後期 1893年 1837 × 966

4A-0153 篆書八言対聯 (書) 呉大澂 清時代後期 不詳 1685 × 380

4b-0008 百禄延年図 (絵) 王　震 中華民国 1916年 1475 × 802

4A-4000 行書七言対聯 (書) 梁同書 清時代中期 1814年 1233 × 279

4a-2941 鶴　松　図 (絵) 王　礼 清時代後期 1873年 1761 × 461

4A-2875 篆書吉祥句七言対聯 (書) 呉昌碩 中華民国 1918年 1290 × 330

5a-1289 山水人物図 (絵) 兪　原 中華民国 1924年 283 × 546

5A-0599 楷書七言対聯 (書) 陳宝琛 中華民国 1925年 953 × 228

z4a-0020 山居幽賞図 (絵) 鄧春澍 中華民国 1942年 1343 × 670

4A-0729 篆書集陸来陸游詩句対聯 (書) 王禔 中華民国 1943年 1690 × 285

4a-2597 梅　花　図 (絵) 胡　遠 清時代後期 1875年 1290 × 651

4A-0769 楷書八言対聯 (書) 華世奎 中華民国 1932年 1442 × 315

4a-2331 榴開見子図 (絵) 蓮　渓 清時代後期 1884年 1175 × 537

4A-5026 篆書七言対聯 (書) 呉譲之 清時代後期 不詳 1345 × 311

4a-3269 山　水　図 (絵) 戴　熙 清時代後期 1854年 1245 × 635

4A-1122 楷書五言対聯 (書) 曾　熙 清時代後期 不詳 1545 × 370

4b-0538 延年益寿図 (絵) 丁宝書 中華民国 1928年 1500 × 800

16 4A-2873 篆書七言対聯 (書) 金城 中華民国 1912年 1343 273

17 4A-2601 楷書五言対聯 (書) 朱益藩 清末～民国 不詳 1526 × 318
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